




はじめに 

 

近年、わが国をはじめ世界各地で記録的な猛暑や洪水、巨大台風、大規模な森林火災等

が発生しており、それらの自然災害は、地球温暖化が要因の一つと考えられています。 

ＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネル）第６次報告書（2021 年 8 月）では、「人間

の活動の影響によって大気、海洋、陸域が温暖化していることは疑う余地がない」とし

て、地球温暖化対策のための早急な対応を促しています。 

わが国においても、2020 年 10 月に「2050 年の温室効果ガス排出量の実質ゼロ」

を表明しましたが、2022 年 2 月以降のウクライナ・ロシア情勢は、化石燃料の多くを

輸入に依存するわが国のエネルギー政策を根底から揺るがす事態になっています。 

そうした状況において、国連で採択された持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の一つで 

ある「気候変動に具体的な対策を」講じるためには、地球規模で問題を捉えつつ、社会経

済活動や日々の暮らしの中において一人一人の行動の積み重ねが重要であり、住民に最

も身近な基礎自治体である区が果たす役割がより一層高まっています。 

この様なことから区では、2021 年 6 月に、2050 年までに温室効果ガスを実質排出

ゼロにする「ゼロカーボンシティ」を目指すことを表明したところです。この表明に基づ

き、「脱炭素社会」への転換を促進するため、区民、事業者、区の責務を明らかにすると

ともに、地球温暖化対策を総合的、計画的かつ効果的に推進するため「荒川区地球温暖化

対策推進条例」を新たに制定することとし、あわせて、対策をより具体的に示し実践して

いくため、「荒川区地球温暖化対策実行計画」を改定することといたしました。 

今回の改定では、2050 年のゼロカーボンシティの実現に向けた重要な期間であると

の認識のもと、区の地域特性を踏まえながら既存の施策等を見直し、中期目標として

2030 年度の削減目標を設定するとともに、日常生活で取り組める温暖化対策の「アク

ションプラン」を新たに設定するなど、内容の充実を図りました。 

区は本計画を脱炭素社会への道標に、区民、事業者、区が「環境区民」として一丸とな

り、ゼロカーボンシティの実現に向け、施策を着実に進めてまいります。 

結びに、本計画の改定にあたり貴重な御意見、御提案を頂きました荒川区地球温暖化 

対策協議会、荒川区環境審議会の委員の皆様、区議会をはじめ区民の皆様、関係機関の

方々に心から感謝を申し上げます。 

 

 

令和 5 年 3 月 

荒川区長 西川 太一郎 
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